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第3報 透析室における透析業務および診療補助システム
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 The recent development of blood purification me’thods is remarkable． ．Now the physici’an

・蹴h…ea different m・th・d・・d・pP・・a…f・・bl・・d p・・述・a・i・n accqrdi・g・・中p r・ndi一．

tion of eac’h patieiit． Unlike the days when a uniform therapeutic method was used on all

patients， the method and apparatus used on each patient rnay differ， and therefore if an

inappropriate method or・ apparatus is used， it may result in a serious medical error．

 Patients on dialysis are in a pathologic state br．ought about by the ．causative disease and

that brought abOut by repal faiiure which can not be cured by blood purification therapy．

Therefore， it is necessary to acc’ 浮高浮撃≠狽?a large amount of information on the patient’s

condition， including tests， and to use them effectively to provide optimum management of

the patient．

 The quthor developed a system to collect and analyse iarge amounts of such inforlr｝． ation

by using’ a microcomputer to help impreve the practise of dialysis， and enable more appro－

priate patient management． The input of this system are basic clata on the patient， information

relatinbcr to diajysis treatmen／t， ’symptoms of the patient， results of tests， treatmcnt applied ．

etc．； its output are med． ical bills， dr．ug ．reguisition sheet， dialysis ’record etc． Simultaneously，

the yarious pieces of information stored by this system can be retrieved as required．

 The planned objective of this system has been achieved in the past 8 months．

Key words： Microcomputer， Data handl’ing system， DialySed’ patient

緒 言

 慢性腎不全に対する血液浄化療法の進歩はめざまし

く，従．来の画一的な血液透析療法から，患者の状態に

応じて浄化法・浄化液。浄化膜などを選択する時代と

なっている．

 したがって透析室で．使用する器材の種類は増加し，

体外循環による治療が主体である血液浄化療法では，

これらの器材や薬嗣がほかの症．例に誤って使用された

場合，重大な医療過誤に落ちいる可能性がある．．

 いっぽう透析患者は原疾患による病態と透析によっ

ても改善しえない腎不郵こよる病態を併わせ持ち，．さ

らに血液浄化療法による合併症・副作用の危険にさら

されている．したがってその病態を把握するために臨

床症状・理学的所見・検査所見などの患者情報の蓄積

と有機的な解析は不可欠である．



412 泌尿紀要 29巻 4号 1983年

使用薬剤一一一一一ゆ

使用器材一一一ゆ

国謹i蕪

透
析
業

務
シ

ス

テ

ム

MCP

診
療
補
助
シ

ス
テ

ム

→医事伝票
一ゆ薬剤請求伝票

→器材請求伝票
→透 析台帳
一ウ透析件数集計

→処方箋発行
→検査オーダー発行
→検査データー出力
→月間平均体重リスト出力

耀再論IL検・灘欝
           患者基本項目入力

 Fig．1．透析業務および診療補助システムの概要

 このような血液浄化療法にマイクロコンピューター

（M（〕P）を導入し，透析業務および診療補助システム

を設計し8ヵ月間使用したのでその経験を報告する．

透析業務および診療補助システム

1） システムの概要

 本システムの概要をFig．1に示したが，患者基本

項目・透析条件・検査指示・検査データー・臨床症

状・処方などを入力し，検査室・医事課・薬剤部・用

度課への各種伝票を発行し，同時に検索および記録業

務をおこなうものである．

 入力情報は以下のごとくである．

①患者基本項目

 氏名 生年月日 性別 カルテ番号 原疾患名 開

 始年月日 住所 電話番号

②透析条件

 血液浄化法 治療予定時間 浄化器 目標体重 血

 圧低下時の処置 定期検査 そのほかの注意事項

③透析惰報

 使用透析器 血液浄化法 治療時間 治療前後の体

 重 血圧 臨床症状 使用薬剤

④処方

 医師による処方入力

⑤検査データー

 BUNクレアチニンなどすべての生化学検査結果

 および心胸比など数量化できる検査結果

 本システムで発行される伝票類は以下のごとくであ

る．

①透析医事伝票

②薬剤請求伝票

③器材請求伝票

④透析台帳

⑤月間平均体重リスト

⑥処方箋

 本システムで検索しうる情報は以下のごとくである．

①個人別検査データー・症状・入退院など

②浄化条件別検査データー・症状など

③浄化別別検査データー・症状など

④検査項目別異常値検索

⑤そのほかの検索

2） ハードウェアシステム

 ハードウェアシステムをFig．2に示した．使用し

たMCPはMZ80C（シャープ）で入力装置とROM
（read only memoly） 4 KB， RAM （random access

、nemory）48 KBの中央処理装置，ディスプレイ装

置よりなる．外部記憶装置としてMZ80FD ミニフ

Pッピーディスク（143 KB×2），外部出力装置：とし

てMZ80P2放電プリンターを附設した．また処理能

力向上のため256KBのメモリーボードを増設した．

使用言語はBASICで，1患者1ディスクによる情

報記録システムとした．

3） ソフトウェア・・一システム

 本システムのフPt 一チャートをFig．3に示した．

 透析に導入された患者は，まず患者基本登録がおこ

なわれる．初回透析時には透析条件などの指示は医師

からおこなわれ，条件は記録される．安定期透析とな

ると透析条件はあらかじめ指示され，透析ごとに

MCPに表示される．

 透析ごとに透析データーの入力がおこなわれるが，

患者番号を入力することによりMGPとの会話方式
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Fig．2． ハードウェアシステム

で体重・血圧：・体温・脈拍・食餌量・浄化方法・浄化

膜・穿刺法・血流量・時間・使用材量・症状・処置・

検査・注射などが入力される．

 また医師による処方の入力と同時に処方箋が発行さ

れ記録される．

 1回の透析によるデーターファイルをFig．4に示

した．

 医事伝票・薬綱請求伝票・器材請求伝票は必要なつ

ど発行され，カンファランス，学会発表に必要な情報

はそのつど検索しうる．

結果および考察

 透析室における業務および診療補助システムは①医

事伝票・薬剤伝票記入などの事務的業務の軽減を図る

と同時に記入漏れによる薬剤。器材の不足を防止し適

正な在庫を図る，②患者情報の経時的把握と患老情報

と治療法の有機的把握により患者管理の充実を図る，

③入力情報を種々に検索し利用する，ことを目的とし

て開．発した．

 本システムは前報の外来診療システムが，すべての

医師がデーターを入力したのと異なり，処方以外はす

べて透析技師・看護婦による入力としたため，多人数

がMCP操作をおこなうことによる混乱をさけるた

め，約1ヵ月間の訓練ののちに本システムを導入した．

 8ヵ月間の使用後透析室スタッフに本システムの長

所・短所をあげてもらったのがTable 1である．透

析室スタッフの指摘した長所は，本システムの目的が

一程度機能していることを示している．しかし短所と

してあげられている内容はMCPの限界と本システ

ムの持つ欠点の両者が含まれている．

 今回のシステムであきらかになったMCPが持つ

能力の限界を示す．

 1）外部記億容：量不足のため1患者1デnスクとした

ことにより，ディスケットの差しかえ時間と動作が無

駄となる．2）同時に複数の入力および業務ができない・

3）処理速度・運用性に限界がある．4）遠隔場所からの

操作ができない．

 本システムのもつ欠点はこのようなMGPの限界

をこえて，診療補助業務と同時に情報解析による患者

管理精度の向上の二者を目的とした点にある．内山ら

は同様にMCPを使用した血液透析患者のデーター

ベースに関して報告しているが，目的を1つにしたほ

うがよい結果を得たかもしれない．しかし効率からい

えば，同じデーターを多目的に使用することが望まれ

るわけで，そのためには病院内の全システムを制御し

うる大型コンピューターによるシステムの開発が望ま

れる．

 本システムの使用によリコンピューター利用が有用

なことと同時に小型コンピューターの限界があきらか

になった．

 今後本システムの改良点は①入出力操作の迅速化お

よび入力方法の再検討②マルチシステムによる同時処

理③入力データーをチェックし，異常データーを検出

し透析スタヅフに対する警告機構を開発する④他院と

のデーター通信による同一システムによる情報量の拡

大をはかり数量的処理の安定化を図るとともに関連病

院間の患者情報の交換を容易にする，などが考えられ

る．

結 語

 マイクロコンピューターによる透析業務および診療

補助システムを使用し，本システムの有用性および限

界について報告した．
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Fig．4． データーファイル

Table l． 透析室スタッフの評価

長 所
。事務的業務に要する時間の短縮。

o医事データの抜け落ちの防止。
○患者データの変化を迅速に観察できる。

O月末集計処理業務の軽減。
O平均体重の計算をしなくてよい。

短 所

。コンピューター操作を覚える必要がある。

o慣れないと入力に時間を要する。
ODLSKの入換・書込時タイムロスが生じる。
○カルテ記入とコンピューター入力が二重
 でまになる。

o細かな入力ができにくい。
o臨時処方が行いにくい。
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